
身の回りに起きた出来事など、

楽しい情報をお寄せください。

役場企画財政課

（☎ 611-2724）
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合唱を披露する卒業生、感極まって涙を流す

　

町
内
の
中
学
校
の
卒
業
式
が
3

月
14

日

に
矢
巾
中
学
校
と
矢
巾
北
中
学
校
で
行
わ

れ
、
両
校
合
わ
せ
て
２
４
７
人
の
生
徒
が

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
学
び
や
に
最
後
の
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

矢
巾
中
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
侘
美
庸

校
長
が
１
１
５
人
の
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

名
前
を
読
み
上
げ
、
卒
業
証
書
を
授
与
し

「
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
む
こ
と
に
な
る
が
、

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
卒
業
生

は
答
辞
で
「
中
学
校
生
活
の
す
べ
て
が
私

た
ち
の
成
長
の
糧
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り

「
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
意
思
で
学
び
、
信

念
を
持
っ
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
す
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

大
き
な
希
望
を
胸
に
旅
立
ち
の
日

町
内
中
学
校
で
卒
業
式
行
わ
れ
る

あ
り
が
と
う
！
有
線
放
送

64
年
間
き
め
細
や
か
な
情
報
を
発
信

　

町
で
は
、
有
線
放
送
事
業
の
廃
止
に
伴
い
2

月

26

日
に
役
場
で
、
岩
手
中
央
農
業
協
同
組
合
（
久

慈
宗
悦
代
表
理
事
組
合
長
）
に
、
64

年
間
町
民
の

生
活
を
支
え
る
き
め
細
や
か
な
情
報
発
信
に
努
め

て
き
た
功
績
を
た
た
え
る
「
有
線
放
送
64

年
間
あ

り
が
と
う
！
」
を
開
催
し
、
感
謝
状
と
花
束
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
伊
藤
広
子
有
線
放
送
セ
ン
タ
ー
所
長

と
初
代
ア
ナ
ウ
ン
ス
担
当
の
阿
部
榮
子
さ
ん
（
下

北
行
政
区
）
が
当
時
の
思
い
出
を
話
し
、
集
ま
っ

た
方
と
歴
史
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
「
町
長
室
へ
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」
の

最
後
の
収
録
が
行
わ
れ
、
伊
藤
所
長
は
い
つ
も
通

り
高
橋
町
長
に
町
政
を
伺
い
ま
し
た
。

「町長室へおじゃまします」
の最終回を収録中

侘美校長が一人ひとりに卒業証書を授与

当時の思い出を語る阿部榮子さん



ニュースフラッシュ

NewsFLASH

9

配布されたステッカーを張る藤澤社長

　

町
で
は
２
月
27

日
、
電
子
マ
ネ
ー
を
使
っ
た

特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
町
内

に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
14

店
舗
に
防

犯
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
。
県
内
で
も
電
子
マ

ネ
ー
の
被
害
が
増
加
し
て
い
て
、
購
入
分
の
電

子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｄ
番
号
を
教
え
な
い
こ

と
を
注
意
喚
起
し
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
上
矢
次
店
を
経
営
す
る

フ
ジ
・
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
の
藤
澤
達
彦
社
長

は
「
ス
テ
ッ
カ
ー
を
店
舗
に
張
り
、
店
員
の
防

犯
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
町
と
紫
波
警
察
署
が
協
力

し
て
製
作
を
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
行
政
書
士
会
（
田
村
格
会
長
）
は
２
月
27

日
、
法
教
育
授
業
「
著
作
権
の
大
切
さ
」
を
開
催
し
、

不
動
小
学
校
の
６
年
１
組
の
児
童
27

人
が
著
作
権

を
示
す
マ
ー
ク
や
著
作
物
の
保
護
期
間
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

授
業
は
ク
イ
ズ
形
式
で
進
み
、
絵
や
音
楽
な
ど

を
学
校
の
授
業
で
使
う
と
き
や
、
配
布
を
目
的
と

せ
ず
個
人
利
用
す
る
と
き
な
ど
は
、
著
作
者
の
許

可
が
必
要
か
児
童
に
問
い
か
け
ま
し
た
。
講
師
を

務
め
た
同
会
副
会
長
細
川
榮
子
さ
ん
は
「
子
ど
も

た
ち
が
著
作
権
の
マ
ー
ク
を
知
り
、
生
活
の
中
で

著
作
権
を
意
識
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
著
作
権
の
大
切
さ
を
学
び
、
権
利
義
務

を
守
る
行
政
書
士
と
い
う
職
業
を
知
り
ま
し
た
。

初
め
て
聞
い
た
「
マ
ル
シ
ー
マ
ー
ク
」

不
動
小
で
著
作
権
の
大
切
さ
を
学
ぶ

特
殊
詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

コ
ン
ビ
ニ
店
舗
に
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布

著作者の許可が必要かグループで
話し合う児童たち

防災ラジオ「やはラジオ」を配布

　町では２月19日から、防災ラジオ「やはラ

ジオ」の配布を開始しました。

　行政番組「やはラヂ！」や緊急放送が割り込

んで放送されるため、町民はラジオによる情

報取得が可能になりました。

未来への決意新たに 小学校卒業式

　徳田小学校の卒業式が３月 17 日に行わ

れ、卒業生 30人が小笠原安和校長から卒業

証書を手渡されました。先生や友人との別れ

を惜しみながら、中学校入学に向かって決意

を新たにして旅立ちました。

思い出を胸に未来へ旅立つ

　３月２日、北日本高等専修学校（瀬川深志

校長）の卒業式が矢次公民館で行われ、５人

の卒業生が、勉学やスポーツ、地域でのボラ

ンティア活動など、たくさんの思い出を胸に、

それぞれの道へ羽ばたきました。


